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　障害の特性に応じた多様なコミュニ
ケーション手段の理解と利用の促進に
関し、 必要な施策を総合的かつ計画的に
推進し、 全ての市民が障害の有無によっ
て分け隔てられることなく、 相互に人格
と個性を尊重し合いながら共生するこ
とのできる地域社会を実現することを
目指します。

〇市の責務…障害の特性に応じたコミュニケーション手段に対する
理解と利用を促進するための施策・障害者が安心して情報を取得
し、 コミュニケーション手段を利用することができる環境の整備
に関する施策を講ずる

〇市民の役割…市の施策への協力

〇事業者の役割…市の施策への協力、 障害者が利用しやすいサービ
スの提供、 障害者が働きやすい環境の整備

問サークルに関する詳細や見学希望について：社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎0848-22-8385・FAX0848-20-0120）
※ボランティアネットワーク加入のサークルは、 ボランティア応援ブックに掲載しています。

広島県失語症者向け意思疎通支援者養成研修
　失語症者の自立と社会参加を図るために、 コミュニケーションを援助する支援者を養成する研修を開催し
ます。 講義・実技により支援に必要な知識と技術を習得し、 修了者は広島県登録者名簿に登録されます。
日７月６日・13日・27日、 ８月10日・31日、 ９月14日・28日、 10月５日、 11月９日、 12月７日（全10回、 いず
れも日曜）
※７月６日・13日は公開講座です。 （公開講座のみの受講も可能、 オンライン「Zoom」使用）
場広島市中区地域福祉センターか広島市東区地域福祉センター（回によって会場が異なります）
対受講後に失語症者の支援に携わることのできる18歳以上の人
定30人（抽選）
申広島県言語聴覚士会HPの申込フォームで
締６月６日㈮
申 問広島県言語聴覚士会　意思疎通支援（☎080-3895-7678・FAX　082-961-3080）

〇障害にあわせたコミュニケーション例
　聴覚障害者　手話（手指や体の動き、 表情により視覚言語により伝える）
　　　　　　　要約筆記（話の要点をまとめ即時に文字で伝える）
　　　　　　　筆談（文章でやり取りし、 短い言葉で簡潔に伝える）
　視覚障害者　音訳（印刷物などの文字情報を音声情報にして伝える）
　　　　　　　点字（指先の感覚で読み取ることができる視覚障害者用の文字の活用）
　知的障害者　ルビ（文章の漢字にふりがなを付ける）
　　　　　　　コミュニケーションボード（絵や簡単な日本語が記載されたボードを指して意思をくみとる）

尾 道 市 の 施 策
■奉仕員養成事業　
　朗読、 要約筆記、 点訳、 手話について、 奉仕員
（ボランティア）として活動できる人を養成してい
ます。

■尾道市手話通訳者・要約筆記者派遣事業
　聴覚・音声機能・言語機能障害のため、 意思疎通
を図ることに支障がある障害者の家庭生活や社会
生活における円滑なコミュニケーションの確保の
ため、 手話技術と要約筆記技術を習得した人を派
遣します。

■点字・声の広報等発行事業
問社会福祉協議会
　（☎0848-22-8385・FAX　0848-20-0120）

記念日
■３月３日「耳の日」
　語呂合わせによる記念日。 各
地で講演会やイベントが行われ
ます。
■９月23日
「手話言語の国際デー」　
　1951年、 世界ろう連盟が結成
された日付にちなんで誕生した
記念日。 ブルーライトアップが
行われます。

イベント
■第78回広島県ろうあ者大会
日６月22日㈰ 12：50～15：00
場しまなみ交流館
内大会式典・記念講演「令和６年
能登半島地震～被災者の現状
と今後の課題～」
講師　藤平淳一さん（石川県聴覚
障害者センター施設長、 (一財)
全日本ろうあ連盟　理事）

料一般1,000円

■第25回夏季デフリンピック競
技大会　東京2025

　デフリンピックとは、 デフ（Deaf：
耳がきこえない）＋オリンピックの
ことで、 「きこえない・きこえにくい
人」のための４年に１度の国際スポ
ーツ大会です。 日本では初開催で
す。 みんなで応援しましょう！
日11月15日㈯～26日㈬
参加国　約70～80カ国
競技　陸上・卓球・サッカー・バレー
ボールなど21競技が予定

■手話通訳者設置事業
　手話通訳者が市役所本庁での手続きなどをお手伝
いします。 広報おのみちで毎月の日時をお知らせして
います。 （今月号は12頁）
日毎月第３火曜９：00～12：00　

■尾道市意思疎通支援者養成支援事業
　聴覚などに障害のある人の意思疎通を支援する意
思疎通支援者（手話通訳者・要約筆記者）の養成講座や
認定試験等の受験にかかる費用の一部を助成します。
問社会福祉課
　（☎0848-38-9124・FAX　0848-38-9206）

ボランティア団体として依頼を受け、 イベントや講演会などでご活躍されています。

▲ボランティア
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手話に関する記念日やイベントを知っていますか？

市内の意思疎通支援に関連するサークル

広報お広報おのみち・令和７令和７年５月年５月 広報おのみち・令和７年５月広報おのみち・令和７年５月

https://onomichi-shakyo.jp/c5/volunteer#ouenbook

